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平成２９年度 最終評価報告書 石川県立輪島高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 成果・課題・改善策

１ 地域と連携し * 地域連携の協議会 協議会、授業参観、研究授業 ７６％ Ａ 成 果：本校の多くの教員が輪島中学校及び河井小学校の授業を参観した。また、

たグローカル * 授業公開と授業参観 等に参加し、地域の教育力の向 東陽中学校の研究発表会にも参加した。このことにより、小中学校の授

人財の育成 * 研究授業と研究協議会 上に貢献できたと考える教員の 業の様子や児童生徒の状況について理解を深めた。

割合が

①小中学校等 Ａ ７０％以上 課 題：小中高・家庭・地域が連携協力してより効果的な取組を行っていくこ

との協働研究 Ｂ ５０％以上 と。

事業を推進す Ｃ ３０％以上 改善策：小中学校の取組に対して理解を深めたうえで、本校として目指すところ

る Ｄ ３０％未満 を明確にし、相互に協力を図る。

②小中学校と * 挨拶指導 小中学校との生徒間交流事業 １２回 Ａ 成 果：各事業に参加した本校生徒は、「教える」という体験を通して地域貢献

生徒間交流事 * 中高学習交流 の実施回数が 意識を高め、自己有用感や達成感を得た。

業を拡充する * 進路学習交流 Ａ ８回以上

Ｂ ６回以上 課 題：より多くの生徒が小中高生徒間交流事業に参加できるように、事業の規

③実践的・探 Ｃ ４回以上 模や日程を工夫すること。

究的地域学習 Ｄ ３回以下 改善策：小中学校との情報交換を行ってスケジュール調整に努め、事業内容を検

を充実する 討する。

* 地域調べ学習と成果発表 課題意識を持って、積極的に ８１％ Ｂ 成 果：地域調べ学習や地元企業見学会、インターンシップ、朝市販売実習、お

* 朝市出店販売実習 地域と関わり、地域への理解を もてなし講座を通して、生徒の地域理解が深まるとともに、キャリア意

* 地域ボランティア 深めることができた生徒の割合 識が高まった。

が

Ａ ９０％以上 課 題：活動を一過性の体験で終わらせず、継続して行うこと。

Ｂ ８０％以上 改善策：日々の教育活動の中で、課題解決のために思考し、発表する機会を設け

Ｃ ７０％以上 る。

Ｄ ７０％未満

学校関係者評価委員会の評価 ・小中学校との交流事業が盛んに行われており、高く評価できる。小学生と高校生が一緒に並んで挨拶運動を行っている様子は見て

いて気持ちがよかった。今後も交流事業が一層充実することを期待する。

・高校生による「若者の住みたい街の研究」を進め、具体的なイメージを積極的に発信してもらいたい。

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた ・次年度より「チームコア輪島」の取組を始める。中学生にもその取組に参加してもらい、発展・深化型の学習活動を中学校と連携

今後の改善策 して推進する。

・地域探究活動のポスターセッション、朝市販売実習、地域イベントへの参加協力等を今後も継続・発展させる。
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 成果・課題・改善策

２ 主体的な学習 * 習熟度別授業 入学当初の模試より模試成績 ３７％ Ｄ 成 果：１年生普通科の基礎学力調査(４月と８月の比較)では、７５％(102名中

態度と深い思 * 発展学習講座 を向上させた１年生の生徒が 77名)の生徒が成績を向上させたが、全国模試(７月と１０月の比較)で

考力の向上 * 個別添削指導 Ａ ８０％以上 は、成績を向上させた生徒の割合は３７％(101名中37名)であった。

* 土日学習会 Ｂ ６０％以上

①習熟度別学 Ｃ ５０％以上 課 題：入学した４月から８月にかけて基礎学力は向上したが、その後の発展的、

習指導を充実 Ｄ ５０％未満 総合的な学力を伸長させる手立てが必要であること。

する 改善策：チームコアを立ち上げるとともに、習熟度別の指導をさらに充実させる

ことで、各層の総合的な学力の伸長を図る。

②ＩＣＴを利

活用したアク * アクティブ・ラーニング アクティブ・ラーニング推進 １５回 Ａ 成 果：研究授業や教科指導訪問の授業整理会、校内授業ビデオ研究会を計１５

ティブ・ラー 型授業のための研修会 にむけた校内研修会の実施回数 回実施した。これらの校内研修会を通して、アクティブ・ラーニング型

ニング型授業 * 授業改善計画 が 授業についての知識や理解を深め、授業実践のモデルなどを共有し、そ

を推進する Ａ １０回以上 れぞれの授業力向上に活かされたと思われる。

Ｂ ８回以上

③地域調べ学 Ｃ ６回以上 課 題：今年度より始めた「校内授業ビデオ研究会」の実施回数があまり増えて

習で培った能 Ｄ ５回未満 いないこと。

動的姿勢を教 改善策：次年度は、年度当初より呼びかけを行い、さらに多くの教員が参加でき

科学習に活か るように環境整備を行っていく。

す

* 習熟度別学習課題 自ら学習課題に取り組み、主 ７６％ Ｂ 成 果：今年度途中から学習時間調査のデータ掲示様式を変更し、特に、上位層

* 学習時間調査 体的・発展的に学習する習慣が の生徒へのアプローチについて一定程度の効果が表れていると思われ

* 個別面談 身についたと考える生徒の割合 る。また、各学年・各教科で習熟度別学習課題を工夫したことも効果が

が あったと思われる。

Ａ ８０％以上 課 題：成績上位者以外の生徒に対して、主体的に学習する意欲や習慣を身につ

Ｂ ６０％以上 けさせること。

Ｃ ５０％以上 改善策：習熟度別課題の更なる工夫と、生徒への個別面談の充実を図り、学習意

Ｄ ５０％未満 欲と学習時間の伸長を図る。

・生徒一人一人の学力向上は、学校・教員の指導力で実現してほしい。

学校関係者評価委員会の評価 ・教員の平均年齢が若く、学校の雰囲気も学校長を筆頭に活力に溢れおり申し分無いのだが、若手教員の育成を学校として積極的に

行ってほしい。

・生徒の基礎学力を高めるとともに、発展的学力を高める取組「チームコア輪島」により、高い志を持った生徒集団を育成する。

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた ・授業ビデオ校内研修会、Find!アクティブラーナー（インターネット研修講座）を利活用した自主研修を導入し、教職員の教科指

今後の改善策 導力、進路指導力、生徒指導力を高める取組を推進する。
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３ キャリア意識 * ３年間を見通した指導計 内定した企業や合格(出願)し ９４％ Ａ 成 果：きめ細かな就職指導や進学指導を継続した結果、大半の生徒が内定した

と人間力の向 画の作成と実践 た大学等に満足している生徒の 企業や合格（出願）した大学等に満足している。

上 * 進路自主学習 割合が

Ａ ９０％以上 課 題：「ある程度満足している」ではなく、「満足している」との回答が昨年の

①３年間を見 Ｂ ８０％以上 ７２％から５９％に減少しており、一人一人の適性に応じた進路指導を

通した組織的 Ｃ ７０％以上 徹底する必要があること。

な教科指導と Ｄ ７０％未満 改善策：個人面談・保護者懇談・キャリア教育の機会を通して、生徒一人一人の

進路指導を実 適性をより深く把握し、進路先に対する満足度を向上させる。

践する

* 全校挨拶運動 自分はＴＰＯに応じて、適切 ９３％ Ａ 成 果：生徒会役員や部活動ごとの挨拶運動、小学生との挨拶運動を実施するこ

②両科生徒が * 登校指導 な振る舞いができていると考え とにより、ＴＰＯを考える機会を増やすことができた。

協働した事業 る生徒の割合が

を実施する 課 題：社会人として信頼される人間の育成として、挨拶のみならず、身だしな

Ａ ８０％以上 み、言葉づかい、時間厳守、マナーなど学校生活全般での規範意識を向

③学校行事・ Ｂ ６０％以上 上させなければならないこと。

課外活動を活 Ｃ ５０％以上 改善策：全教職員の共通理解のもと、授業や部活動など学校生活全般で挨拶や身

性化する Ｄ ５０％未満 だしなみ、正しい言葉づかいや会話のやりとりができるよう指導する。

* チャレンジウォーク 学校行事や部活動に積極的に ９０％ Ａ 成 果：多くの生徒が学校行事や部活動に積極的に取り組むことができた。

* 学校祭 取り組むことができたと考える

* 部活動 生徒の割合が 課 題：学校行事や生徒会行事が、ある程度までは生徒の主体的運営によるもの

* ボランティア活動 Ａ ９０％以上 となっているが、より一層の生徒の主体性を引き出す工夫が必要である

Ｂ ８０％以上 こと。

Ｃ ７０％以上 改善策：生徒会執行部及び各種委員会の活性化を図り、生徒からの積極的な意見

Ｄ ７０％未満 を吸い上げ、生徒の主体的な取組に繋げる。

学校関係者評価委員会の評価 ・進路指導に対する生徒・保護者の満足度が高いことは評価できる。

・輪島市の人口は２０年後４割減少することが予測されている。輪島高校の魅力を全国発信し、生徒募集に努めてほしい。

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた ・地域の高等学校として、今後も満足度の高い進路実現を目指し、更なるキャリア意識向上に努める。

今後の改善策 ・生徒、保護者、地域の期待に応えるべく、本校の魅力アップに向けて知徳体を重んじた人間力育成を図る。


